
NIST	  Traceableについて	



NIST(Na-onal	  Ins-tute	  of	  Standards	  and	  Technology)　　	  
アメリカ合衆国の技術、産業、工業などに関する規格の標準化を行っている政府機関です。	  
日本におけるJISがこれにあたります。	  

NISTの役割の1つとして認証している標準試料(Standard	  Reference	  Material,	  SRM)	  があります。	  
下図はその1つであるSRM2519a	  のシアン化水素(Hydrogen	  Cyanide,	  HCN)の波長を利用した測定	  
機器の校正についての認証です。Micron	  Op-cs社製光計測器のガスセル内臓による波長校正は	  
この認証に基づいています。	  

(1)	  	  

Hydrogen	  Cyanide	  H	  13C	  14N	  Absorp-on	  Reference	  	  for	  1530	  nm	  	  
	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  to	  1560	  nm	  Wavelength	  Calibra-on	  -‐-‐	  SRM	  2519a	  (2005)	  	  より	



ガスセル	  
分子ガスはエネルギーレベルの遷移に応じた吸収線スペクトルを持っており、環境条件に左右され	  
ません。この特性を利用して光源の波長の校正を行うことが可能です。	  
分子ガス基準セルは近赤外線領域に多くの吸収線があるため通信用測定器や光源の校正用光源と	  
して利用されています。	  
NISTは標準試料(SRM)として、2515のCO(一酸化炭素)	  や2519のHCN(シアン化水素)	  等に基づいて	  
波長基準を規定しています。	  

H13C14Nガスセル	  
分子吸収線は温度や圧力の変化、時間の経過に対して非常に安定しています。	  
下図のように1530	  nmから1565	  nmの 領域で50本以上の吸収線が得られます。	  
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ガスセルは環境条件の影響を受けない一例として、気圧の変化時(3.3±0.7	  kPa)におけるHCNガスの	  
影響についての結果が以下の表です。	  

表の圧力3.3	  kPa	  の変化というのは、高度において10mで1	  hPaの変化なので約330	  m程の変化に	  
あたります。この高度変化に対して、例えばP11の吸収線(1550.51546	  nmの波長)では気圧の変化に	  
より-‐	  0.165	  pm(=	  -‐	  0.000165	  nm)	  だけ変化します。これは波長に対して約0.000011	  %	  の減少であり、	  
無視できるレベルにあると言えます。	  
	  
このようにガスセルは環境変化にほとんど影響されないといった大きなメリットがあり、測定の校正に	  
利用されています。	  
	  
Micron	   Op*cs社の機器だけでなく、他社様の機器も“NIST	   Traceable”としてこういった校正方法
を採用しており、海外のユーザー様では計測器を選択する際の必須の条件ともされております。	  

Hydrogen	  Cyanide	  H	  13C	  14N	  Absorp-on	  Reference	  	  for	  1530	  nm	  	  
	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  to	  1560	  nm	  Wavelength	  Calibra-on	  -‐-‐	  SRM	  2519a	  (2005)	  	  より	


